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問題設定

産業化の⾏き付く果て→危険社会（Beck 1986=1998）
被害が甚大

時空間を限定できない（限定不能）。

普遍性

知覚が困難

知識依存性

予見的被害

科学に価値が置かれながらも、知見が定まらず将来が不
確実。科学者の見解も分かれ、フェイクニュースが流れ
やすい。ここにSNSのような誰もが自由に発信できる装
置が普及。

→不安の材料（Rebughini 2021）
まさに新型コロナ（COVID-19）のパンデミック
がそれに該当
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パンデミックとメンタルヘルスの悪化

緊急事態宣⾔解除後の⾃殺の急増（特に⼥性・若年層）
（Tanaka & Okamoto 2021; Ueda et al. 2021）

メディアの果たす役割の⼤きさ（パンデミック初期のシステ
マティックレビューから）（Xiong et al. 2020）

本稿では、メディアからの影響を想定。メディアにどの程度
習慣的に接触しているか。接触するメディアによって、結果
に及ぼす影響（メンタルヘルスの改善、もしくは悪化）があ
るのではないか（Bridgman et al. 2020）。

• コロナ関連ニュースが多く流れるテレビの視聴時
間が⻑いと、不安が強まるのでは？

• 最新の科学的知⾒を流す信頼できる情報源といえ
るオールドメディアは、不安を和らげるのでは？

• SNSなどの新しいメディアの使⽤は不安を強める
のか、緩和するのか？
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データ

コロナ（COVID-19）に関する質問は、2020年から
→2020年、21年、22年の3年分のパネルデータを⽤いる。

この3年間に⼀度も回答がないケースは除外。残った
ケースのうち、性別不明が8ケース→除外

パネルデータ分析は脱落の問題。そこで、後述する変数
の⽋損値に多重代⼊（m=70）を⾏い、推定（von 
Hippel 2020）。1161ケースに対して分析。

個⼈内変動をみるため、メディア使⽤頻度のみを⼊れた
固定効果推定、および不変属性変数を考慮したAllison 
(2009)のhybrid modelを推定。
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注⽬する変数（従属変数）

コロナに対する不安に着⽬
・⾃分の新型コロナウィルスへの感染、もしくは感染後
の重症化・後遺症
・家族の新型コロナウィルスへの感染、もしくは感染後
の重症化・後遺症
・医療崩壊
・新型コロナウィルス感染症（COVID-19）がいつ収束
するかわからないこと

選択肢は4段階のリッカート尺度を得点と⾒なす。
４＝不安 ３＝どちらかといえば不安
２＝どちらかといえば不安ではない
１＝不安ではない
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不安感（平均スコアの推移）

男性 女性

自身の感染・後遺症への不安

2020年平均 2021年平均

2022年平均

男性 女性

家族の感染・後遺症への不安

2020年平均 2021年平均

2022年平均

男性 女性

医療崩壊への不安

2020年平均 2021年平均

2022年平均

男性 女性

コロナが収束する時期がわからないことへの不安

2020年平均 2021年平均

2022年平均
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情報への接触（説明変数）

• 新聞を読む
• （仕事以外で）インターネットを⾒る
• ⼩説や歴史などの本を読む
• SNS（ Twitter, Facebook, Instagramなど）に投稿す

る
• テレビを⾒る

• 週あたりの頻度の選択肢
→毎⽇＝7、週5〜6⽇＝5.5、週3〜4⽇＝3.5、

週1〜2⽇＝1.5、⽉に1〜3⽇＝0.5、
ほとんどしない＝0 の数値に置き換えて計算
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メディア利⽤の相関

各年度、クロスセクショナルにみたもの。
相関係数は⼩さいが、新聞と読書、ネットとSNSの正に有意な関係は⼀貫。
年によるが、テレビとネットは代替的関係ではなさそう。

2020年 2021年 2022年
新聞 ネット 読書 SNS テレビ 新聞 ネット 読書 SNS テレビ 新聞 ネット 読書 SNS テレビ

新聞   新聞  新聞  
 
    

ネット .001  ネット .015  ネット .044  

.984 .659 .219

871  875  771  
読書 .213* .063  読書 .185* .098*  読書 .169* .080*  

.000 .063 .000 .004 .000 .026

868 870 870 873 873 873 771 771 771
SNS -.029 .079* -.015  SNS -.016 .078* .029  SNS -.072* .119* .007  

.402 .019 .662 .642 .022 .399 .047 .001 .852

870 872 869 872 873 873 871 873 770 770 770 770
テレビ .005 .029 -.020 -.019  テレビ .003 .006 -.024 .076*  テレビ .035 -.028 -.037 -.006  

.881 .400 .548 .576 .919 .860 .473 .025 .339 .432 .303 .874

871 873 870 872 873 872 872 870 871 872 769 769 769 768 769
※ 数値は上から相関係数、有意確率（p値）、ペア数（N） *は5％⽔準で有意
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メディアに接する⽇数
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N ⽇数 S.D.
新聞 2019年 1,046 .815 1.933
  2020年 871 .750 1.856
  2021年 875 .641 1.760
  2022年 771 .554 1.631
読書 2019年 1,047 .839 1.779
⼩説・歴史 2020年 870 .875 1.787
  2021年 873 .851 1.789
  2022年 771 .889 1.853
SNS 2019年 1,048 2.472 2.879
投稿 2020年 872 2.297 2.898
  2021年 873 2.318 2.870
  2022年 770 2.028 2.737
テレビ 2019年 1,046 4.704 2.828
  2020年 873 4.832 2.833
  2021年 872 4.713 2.868
  2022年 769 4.222 3.029
ネット 2019年 1,048 6.440 1.565
  2020年 873 6.553 1.441
  2021年 875 6.510 1.465
  2022年 771 6.494 1.483
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統制変数

• 性別（⼥性ダミー）
• 従業上の地位（無職をベースに、正規、⾮正規）
• ⼀⼈暮らしか否か（⼀⼈暮らしダミー）
• 結婚・交際（交際相⼿なしをベース、⾮婚・交際相⼿

あり、既婚）
• ⽉収（万円）
• 平⽇に対⾯で実際に会う⼈数

• （パネルデータ分析では）調査年度ダミー
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横断データでの重回帰分析
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パネルデータ分析の結果
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収束時期がわからない不安
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参考（aは固定効果、bはhybrid modelの係数）

モデル1a モデル1b モデル2a モデル2b モデル3a モデル3b モデル4a モデル4b

新聞 .008 .002 -.009 -.004 .009 .005 .019 .022

(.020) (.019) (.035) (.017) (.018) (.017) (.018) (.017)

ネット .007 .014 -.005 -.003 -.005 .000 .034* .037*

(.017) (.017) (.017) (.016) (.017) (.016) (.016) (.016)

読書 -.196 -.018 -.019 -.017 -.027 + -.021 -.029 + -.022

(.017) (.017) (.017) (.016) (.157) (.016) (.017) (.017)

SNS投稿 .015 .011 .017 .013 -.002 -.001 -.002 -.005

(.011) (.011) (.010) (.010) (.010) (.010) (.010) (.010)

テレビ .017 .018 .010 .012 .014 .016 .028* .030**

(.0121) (.012) (.012) (.011) (.012) (.012) (.012) (.011)

年（基準：2020年）
2021年  .057 -.045 -.133** -.126** -.218** -.219** -.174** -.170**

(.039) (.040) (.035) (.036) (.037) (.038) (.036) (.038)

2022年 -.503** -.483** -.570** -.557** -.545** -.546** -.589** -.582**

(.041) (.044) (.037) (.039) (.038) (.041) (.039) (.041)

⽉収（万円）  -.011* -.004 -.001 -.005

   (.005) (.005) (.005) (.005)

同居有無（基準：同居⼈あり）
⼀⼈暮らし .032 .178* .096 .060

(.088) (.082) (.080) (.075)

平⽇会う⼈数 -.005 -.007 -.005 -.005

(.006) (.006) (.006) (.006)

就業状況（基準：無業・⾮正規）
正規就業者 .059 -.089 -.039 .090

(.084) (.076) (.078) (.75)

婚姻・交際（基準：交際相⼿なし）
既婚・交際相⼿あり .135 + .121 + .125 + .042

(.074) (.069) (.073) (.070)

性　（基準：男）

女性 .314** .314** .340** .405**

 (.053) (.053) (.049) (.051)

学歴（基準：高卒）

専門学校 .183+ .078 .173 .134

(.097) (.088) (.091) (.093)

短大 .032 -.011 -.038 -.016

(.114) (.106) (.111) (.111)

四年制大学以上 -.030 -.075 -.048 -.060

(.079) (.073) (.076) (.076

N of observations 3483 3483 3483 3483 3483 3483 3483 3483

N of persons 1161 1161 1161 1161 1161 1161 1161 1161

※可変変数の個人内平均の係数と定数項は省略

**  p<.01   *  p<.05    + p<.10

自分の感染・後遺症 家族の感染・後遺症 医療崩壊 収束する時期不明
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まとめ

• メディア接触の変動と、不安の変動にはあまり関連は
ない。横断調査でみられた関連は、たまたまか、もと
もと持っている個⼈の傾向・性質との関連の可能性が
⾼い。
• ただしネットやテレビへの接触の頻度と、コロナ収束が不明

であることへの不安には正の関連あり。茫漠とした不安と、
情報を求めようとする態度との関連？

• 平均的に読書をする⼈は、不安を抱かない傾向にあり、
逆に平均テレビ視聴頻度が多いと、不安が⾼い傾向。
• 読書（ワーディングでは⼩説や歴史と限定している）による

知識や思考⼒が影響？ テレビは不安をあおるメディア？
• 新聞やSNSはほぼ不安感と無関係

• 新聞は若者にほぼ影響⼒がない（そもそも読んでいる⼈が少
ない）。SNSは⽇常のコミュニケーション⼿段？（秦
2022）
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統制変数から

• 内容によらず、⼥性の不安は⾼い。

• 収⼊と既婚・交際相⼿がいることは、関連が
安定的にみられる。
• 収⼊が増える、もともと多いことは不安を下げる。
• 既婚・交際相⼿がいることは、むしろ⾝近な他者

のことを気にするようになるためか、家族への感
染リスクの不安を⾼めている。→孤独感による精
神的な不安定さとは、ここでいう不安には違いが
ある。⼀⼈でいることは、不安を⼀様に⾼めるわ
けではない（不安の内容による）。
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限界と課題

• 個⼈内変動をみることができているが、因果を⾒てい
るとは⾔えない（メディア接触→不安感、という因果
とは⾔えない）。
• コロナの状況は短期的に変わる。
• パネル調査は1年に1回。調査実施時期のタイミン

グにもかなり依存する。感染が急拡⼤したり、メ
ディアの報じ⽅や警戒の仕⽅も⼤きく変わった。

→もっと短期的に観測する必要。あるいは実験的な
⽅法を⽤いる必要がある。

• 1コーホートなので、世代（年齢層）の⽐較ができない。
メディアとの接触のあり⽅は世代差も⼤きい。

• それでも、個⼈内の接触の変化と不安の変化の関連を⾒る
ことのできた意義は⼀定程度あるのではないか（先⾏研究
のほとんどは⼀時点）。
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